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検索大手の Google が電子書籍に乗り出す。これまでの Google ブックスは、

書籍の中身がすべて検索可能だったが、閲覧には原則 20％以下という制限が

あった。その制限を有料で外すのが Google エディションで、日本では 2011

年からサービスを開始する予定だ。 

専用端末を必要とせず、どこからでもどんな端末からでもアクセスできる強

みがある。アメリカでは出版社との契約を順調に進めているものの、一方で、

日本ではまだごくわずかだ。 

佐藤氏は、Google エディションでは何ができるようになるのかを丁寧に説

明。Google による情報の独占に対する懸念には、Google はあくまで一つの選

択肢としての検索サービス会社で、排他的な独占は目指していないことを強
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Google ブックスを担当している佐藤と申し

ます。きょうは、このような機会をいただきま

して、ありがとうございました。1 時間ほどお

時間をいただいて、Google ブックスとはそもそ

も何をしようとしているもので、いま現在何が

できて、それから来年 Google エディションとい

う新しいサービスで一体何ができるようになる

のかを、順を追ってご説明をしていきたいと思

います。 

まず Google ブックスとは一体どんなものな

のかという概要からお話しします。 

 

書籍の中身すべてを検索可能にする 

 

すでに Google ブックスは、インターネット

上で利用できます。皆さんが検索してアクセス

できる情報と同じように、書籍の中に書いてあ

る情報も、インターネットで検索できるように

したものです。いま、書籍の中に書かれている

情報は基本的に、インターネットで検索しても

出てきません。それをオンラインで検索できる

ようにすることで、書籍の中の情報をもっと多

くの人たちが使えるようになるだろうと。それ

によって利便が上がるでしょうし、知的な生産

活動の効率も上がるでしょう。書籍の中身をす

べてデジタル化して、インターネット上で検索

できるようにするサービスが Google ブックス

です。 

そのためにはいま、紙の形で定着している文

字情報を、すべて一度デジタルに置きかえる必

要があります。Google では、書籍の提供を出版

社や図書館から受けると、その書籍のすべての

ページのデジタル写真を撮る、つまりスキャニ

ングを行います。 

次に、それぞれのページの中に書いてある文

字を、ＯＣＲ（光学文字認識）を使って、文字

情報をデジタル化して 1ページずつ全部起こし

ていきます。 

その起こした文字情報は、Google の検索イン

デックスに格納され、通常のウェブサイトの検

索と同じように、検索をする人たちがキーワー

ドをぶつければ、この本にはこんな言葉が入っ

ている、と探せるようにします。インデックス

というのは検索対象となる文字情報、言葉の入

った大きなバケツみたいなものとイメージして

ください。そのインデックスの中に、本に書か

れている情報を入れていきます。 

一方、ページのスキャニング画像は、Google

ブックスでページとして閲覧する際の表示に使

われます。書いてある情報を探すときには、テ

キストを入れたインデックスを検索することに

よって、どのページに自分の必要な情報が書い

てあるかを探す、表示するときにはそのページ

のスキャニング画像を使う。そういうふうに使

い分けをしております。 

こうすることによって、書籍の表紙から裏表

紙に至るまで、すべてのページに書いてある内

容が検索の対象になるわけです。ですから、何

か検索語を使って情報を調べ始めた人は、その

検索語に関連性が高いと思われる書籍を、書籍

に書いてあるすべての内容を対象にして探すこ

とができる。 

この中でもたぶん多くの方が、例えばアマゾ

ンとか紀伊國屋書店の BookWeb などの、オンラ

インの書店から本をお買いになったことがある

かと思います。通常インターネットで本を買お

うとすると、本の題名や著者名、もしくは数行

の解説文だけが検索の対象になっていて、そこ

にひっかかれば出てくるし、そこにひっかから

なければ出てきません。つまり、現状では、本

の中身を丸々、自分が探している情報の分母と

して探すことはできないわけです。しかし、全

文をデジタル化して、全文を検索可能にすれば、

本の中身すべてを対象にして本を探すことがで

きるようになります。 

例えば『民法』という分厚い本があったとき

に、民法の中でもどの分野を知りたいかという

のは人によって異なるはずです。ところが、例

えば 3,980円で『民法』という本は売っている

ことはわかっても、その『民法』という本の中

のどこに何が書いてあるかは、実際に書店に足

を運んで中のページをみないとわからないのが

現状です。Google ブックスは、その『民法』と

いう本の中身もすべて検索可能にしようとして

いるのです。『民法』の中で、ある特定の分野に
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ついて何かを調べたいと思った人が、オンライ

ン上でそれが自分が必要な本かどうかをより詳

しく、より的確に調べていただくことができる

ようにするのが、Google ブックスがやろうとし

ていることです。ただし、全文が検索できるこ

とと、全文が読めることとはまったく別です。

このことは後ほど詳しくご説明いたします。 

 

書籍の提供元は出版社と図書館 

 

Google ブックスに書籍を提供いただくソー

スは、大きく分けると 2つあります。 

1つは、Google と出版社の間の契約によって、

出版社から Google に本を提供していただくプ

ログラムで、パートナープログラムといいます。

こちらは、Google と出版社の契約によって書籍

が Google に提供されるというパターンです。 

このパターンの場合は、基本的には出版社が

著者と何らかの形で契約を交わすか、著者から

Google に出す許諾をとって、そのうえで出版社

からGoogleに本を提供いただくことになります。 

もう 1つのライブラリープロジェクトは、図

書館との提携によって書籍のデジタル化を進め

ていくものです。 

日本の著作権法では、著作権の保護期間内の

ものに関しては、だれといえども勝手にデジタ

ル化をすることはできません。ですから、日本

の場合は著作権が切れた古いものだけがデジタ

ル化の対象となっています。 

国立国会図書館の「近代デジタルライブラリ

ー」で古い書籍だけを対象にしてデジタル化を

していますが、それと似た取り組みだと思って

いただければいいと思います。 

日本では、ライブラリープロジェクトのパー

トナーとして慶應大学の三田メディアセンター

にご参加いただいており、すでに著作権が切れ

たものを対象に、12万冊ぐらいのデジタル化を

進めているところです。 

覚えている方もいらっしゃるかもしれませ

んが、昨年「Google ブック検索和解」というこ

とで、いろいろ新聞にも取り上げられました。

著作権の取り扱いなど、出版社、著者を巻き込

んで、物議を醸したのですが、それは、実はこ

のライブラリープロジェクトの中でも、アメリ

カの図書館でデジタル化された書籍の取り扱い

をめぐる和解に関するものでした。あの和解と

いうのは、アメリカ国内で図書館等の提携によ

ってデジタル化された本の中に、日本人の著者

も含めた世界じゅうの著者があるので、その本

の扱いをどうするかを決めるための和解だった

わけです。しかし、ご存じのとおりベルヌ条約

などの条約で、アメリカ国内にある日本語の本

でも、もとの著者の方々が著作権をお持ちです。

日本の著者も、クラスアクションによって、和

解案に関して、自分はどうするかという意思表

明を迫られたのです。 

 

Googleブック検索の和解訴訟は審議中 

 

この裁判に関しては、昨年 11 月に修正され

た和解案が、いま、裁判所で審議をされている

最中です。まだ最終的な決着はついておりませ

ん。ですから、和解の当事者である Google の私

から、その見込みなどをお話することは立場上

許されていないので、この件のお話はこのくら

いにとどめさせていただきたいと思います。 

いずれにしても、日本での図書館とのパート

ナーシップは、慶應大学とのものだけです。な

おかつ、デジタル化をしているものは一点の例

外もなく、著作権の切れた、つまりパブリック

ドメインになったものだけが対象だということ

です。 

どちらかというと、日本の一般のユーザーの

方が、Google ブックスを利用される場合、出版

社から提供された本がどれぐらいみられるのか

ということのほうがはるかに重要です。慶應か

ら出された本は、その多くが明治・大正期以前

の相当古いもので、学術的な価値はもちろん高

く、研究者の方にとっては非常に有用な情報で

すが、一般の方にとって検索をしてみたいもの

かどうかは微妙です。現在も販売されている本

や、最近出された本はすべて、パートナープロ

グラムから出てくるので、一般的にはこちらの
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ほうが重要かもしれません。 

 

日本の出版社との契約はまだ少数 

 

このパートナープログラムは、いまのところ、

世界じゅうで登録されている書籍が 200万をち

ょっと超えたぐらいで、3 万数千社の出版社か

ら提供していただいています。この 3万数千社

の出版社の中で、特に北米、アメリカの出版社

に限ってみると、Google ブックスのプログラム

に参加していない出版社を探すほうが難しいほ

どになりました。 

アメリカでは、このサービスをスタートして

からほぼ 5年がたとうとしております。ペンギ

ンであったり、サイモン＆シュースターであっ

たり、マグロウヒルであったり、ピアソンであ

ったりといった、いわゆる大手、中堅の出版社

は、ほぼ全社ご参加いただけるまでになりまし

た。 

他方、日本の出版社は、まだまだ限られた数

で、この 3万社の中で微々たる数を占めるにす

ぎません。国別の数を公式には申しあげていな

いので、こういう表現の仕方になってしまうの

をお許しいただきたいのですけれども、まだま

だ少ない数です。 

きょうのテーマであります電子書籍が昨今

非常に盛り上がりをみせて、電子書籍に対する

取り組みが出版社でも相当加速して、電子書籍

に対してどういうふうに取り組めばいいのかと

いう話が本格的になり始めています。ですので、

年末か来年の早い段階までには、大手の出版社

にもご参加いただけるかな、という見込みを僕

自身が得られるところまでやっと来たかな、と

いう印象を持っています。 

さて、能書きが長くなりましたので、では、

実際にどんな画面なのというのを、ちょっとご

らんいただこうと思います。 

スクリーンに映っているのが、Google の検索

のトップ画面（http://www.google.co.jp）です。

さきほど申しあげた慶應大学でデジタル化され

た本のサンプルには、例えば『学問のすゝめ』

の著者蔵版などがあります。相当古いものです

けれども、こういった書籍がデジタル化されて

おります。 

もちろん慶應大学ですので『学問のすゝめ』

をまずデジタル化したわけですが、このように

古い本もページをめくっていただくと、はじめ

に合本の話がちょっと書いてあり、「天は人の上

に」から始まる文章が続いているのをみること

ができます。 

それから、おもしろいところでいえば、例え

ば明治 45年上巻発行の、『生理学講義』という

のもあります。医学博士の宮入慶之助さんがお

書きになった本でこちらも相当古いものです。

これも慶應大学の蔵書として保管されていたも

のを、Google 側でデジタル化を行っているもの

です。 

 

明治、大正の古書は手作業でデジタル化 

 

これらの本のデジタル化というのは、実は簡

単なようで意外に難しくて、明治、大正などの

古い本になると、紙の状態がよくないことが普

通です。非常に破れやすかったり、虫食いがあ

ったり、状態としてはデジタル化が難しいこと

も多いのです。そこで、Google がデジタル化を

する場合には、人の手で 1ページずつめくりな

がらデジタル化していくという作業を踏みます。 

皆さんも、本を見開きでコピーするときに、

厚い本であれば、逆さまにしたところで本の真

ん中がぐにゅっと曲がって、文字がゆがむのは

ご経験だと思います。そうならずに、1 ページ

がぴたっときれいに平面としてみえるよう、デ

ジタル処理をして公開しています。 

このような書籍がどんどん公開をされてい

けば、研究者の方々からすると、慶應大学に行

かなければみられなかった慶應大学の蔵書が、

インターネット上で自由に読むことができるよ

うになる。その意義は非常に大きいと思ってい

ます。 

以上が、さきほどご説明した、日本における

ライブラリープロジェクトの例です。 

今度は、パートナープログラムという、出版

http://www.google.co.jp
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社から出されている書籍の例です。Google の検

索をご利用いただいたことがある方は、検索ボ

ックスが真ん中にある、非常にシンプルなつく

りになっているトップ画面をご存じかもしれま

せん。この画面の上のほうにある、【書籍】とい

うところをクリックいただくと、書籍の検索画

面に飛ぶことができます。この Google ブックス

のトップページからは、Google ブックスに納め

られている書籍を対象に検索することができま

す。 

Google ブックスの画面には、いろいろな書籍

の表紙が表示されます。このページは、出版社

から広告料をもらって特定の本の表紙を表示し

ているのではなく、検索されている数等々――

アクセス数が多いものであったり、急速にアク

セスが伸びたりとか、いろんな動きがあるもの

――に応じて、自動的に表示がされています。 

 

全文が検索の対象だから、みつけられる本 

 

次は本の検索ではなくて、一般的なインター

ネット検索をする画面からの検索をみていただ

きます。ウェブ検索のトップから、例えば、ち

ょっと耳なれない言葉ですが、「状態名詞」とい

う言葉を入れてみます。そうすると、状態名詞

について書いてあるウェブサイトが、いろいろ

出てきます。その中の、上から2番目に『日本

語文法入門ハンドブック』という、Google ブッ

ク検索結果があらわれます。これをクリックし

ていただくと、Google ブックスに収録されてい

るこの書籍の、状態名詞という言葉がたくさん

書かれているページに直接飛んでいきます。こ

れが、インターネットの検索と同じように本の

中身を検索できる 1つの例です。 

この本のタイトルは『日本語文法入門ハンド

ブック』で、状態名詞なんていう言葉は本のタ

イトルの中には一回も出てきませんし、本の 5

行ぐらいの説明文の中にも状態名詞という言葉

は出てきません。しかし、この本の中身がすべ

てデジタル化されて検索可能になっていること

によって、インターネット上で単に状態名詞と

いう言葉を調べようと検索した人が、ほかのイ

ンターネット上の情報と同じように、この本の

ページにたどり着くことができるようになるわ

けです。 

別の例をみていただきます。たぶんこの中で

男性のほとんどは、「まちつけ」という言葉は全

く聞いたことがないと思いますが、これで検索

してみます。そうすると、「まちつけ」というの

は、和裁の中で使われる、着物などを仕立てる

ときに使われる言葉であることがわかります。

さらにクリックしていただくと、今度はすごく

小さいのでみにくいですが、書籍の本文中の「ま

ちつけ、縫いしろの上部」の「まちつけ」の部

分が検索にひっかかって、そのページがぽんと

あらわれます。 

こういったものも基本的には、本の中身がす

べてデジタル化されていないと検索にはひっか

からないわけです。この本もタイトルは『やさ

しい和裁 単衣作り方から着方、帯結びまで』

と書いてありますが、「まちつけ」なんていう言

葉は一切出てこない。本文が全て検索できる状

態になっていないと、こういう本にたどり着く

ことはできなかったであろうという1つの例です。 

また、このように検索語によって本にたどり

着いた後は、前後にページを繰って、ページを

閲覧することができるようになっています。 

 

検索は100%だが閲覧は20%以下に制限 

 

検索でこの本にたどり着き、ページが表示さ

れて、前後のボタンをクリックすれば、すべて

のページをみられるのであれば、別に買う必要

はないじゃないかとなってしまいます。ですか

ら、出版社から見て大事なポイントは閲覧に制

限をつけていることです。 

本の中身がすべてデジタル化されているの

で、本の中身のすべてが検索の対象にはなりま

す。しかし、実際にページを表示できるのは、1

人のユーザーについて、1 カ月間にその本の

20％以下になるようコントロールされています。

ですので、この本の中身を全部みようと思うと、

1カ月間に 20％しかみられませんから、単純に

いえば 5カ月間かかることになります。 
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しかしたとえ 5カ月かけ、検索語が重ならな

いように工夫をしても全部のページがちゃんと

みられるとは限りません。さらに、その他いろ

いろなセキュリティ上の工夫によって、100％を

みるようなことはほぼ不可能なつくりになって

います。ですので、基本的には、本屋さんの店

頭でぱらぱらと中身をみて立ち読みをして、そ

の中に書いてあることを確認する以上のことは

できないようになっていると思っていただけれ

ばいいかと思います。 

さらに、その 20％というのは、例えば皆さん

が、さきほどのまちつけの例で出てきた本を全

員が同時に閲覧してみたとしても、検索語によ

ってどのページを開くかは人によって異なりま

す。さきほどの『民法』の本の例でも、どの法

律分野をみたいかは、人によって異なるはずで

す。出版社とか著者が決めた 20％しかみえない

ということではなく、その人が使った検索語に

よってみえる可能性のあるページは人によって

異なります。たとえ隣同士で同じ本をみていた

としても、検索語が違えば、違うページを開い

ている可能性が高いのです。その上で、どんな

ページが開こうとも、その人がみているのは、1

カ月間にその本文の 20％を超えないようにコ

ントロールされているのです。 

たとえば、本の中身をみせている他の検索で

は、たいていの場合は、最初の 10ページ分とか

がみられるようになっているだけで、それ以外

のところは基本的にはみることはできません。

Google ブックスの場合は、全文がデジタル化さ

れているので、すべてのページをみることがで

きる可能性があります。ただし、1 カ月間の範

囲の中では常に本文ページの 20％以下しかみ

ることはできないのです。 

このところが、著者の方なり、あまりインタ

ーネットになじみのない方によく誤解されると

ころです。「全文が検索対象ですよ」と申しあげ

た瞬間に、「全文が自由にあけられて、みんな読

まれちゃうんでしょ」という印象を持たれるこ

とが非常に多いのですが、決してそうではあり

ません。全文が検索の対象にはなりますが、あ

けることができるページというのは 1カ月間に

20％以下に制限されているのです。 

これによって、出版社や著者にとっては、

Google を通じて本をより多くの人に知っても

らい、その中で一定割合の人が買ってくれる期

待を持つことができます。Google にとっては、

その人が探している情報に関連性の高い本を紹

介することによって、「Google の検索って、イ

ンターネット上にある情報だけでなく、本の中

身にある情報も同時に検索できるんだね」と、

Google により高い価値を見出していただく。そ

こが、出版社と我々Google との落としどころと

いいますか、接合点になるわけです。 

ただし、この 20％という制限は、すでに著作

権の切れた本には適用がありません。すでに著

作権の切れた本は、何の制限もなく 100％、す

べてみることができるようになっています。 

さらにもう少し機能についてお話をしよう

と思います。検索の結果を見て、その本に自分

が必要な情報が出ていると判断して買おうと思

った方は、画面の左側にある、オンライン書店

のリンクをクリックしていただくと、もう1回

検索し直す手間をかけずに、例えば紀伊國屋書

店の BookWeb に直接いって、この本を購入する

ところに飛んでいけます。そこで【買い物かご】

というところを押せば、このまますぐ購入する

ことができます。 

オンライン書店での購入は気が進まず、実際

の本を自分でみてから買いたいという方もいる

と思います。その方は、画面の【地域の書店を

検索】というところをクリックしてください。

例えば、新宿近辺の書店で買いたい方は、「新宿」

と入れれば、新宿にある書店の一覧が、Google

マップにあらわれます。将来的には、探してい

る本の在庫のある書店がどこにあるかというと

ころまで、わかるようになればいいなと思って

おります。 

 

ネットで検索すれば自動的に本も探せる 

 

書籍の全文が検索対象になる。そのことによ

って、インターネットユーザーが探しているキ

ーワードの検索結果に関連性の高い本の情報が、

自動的にあらわれるところが Google ブックス
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の、一番大きなポイントになろうかと思います。 

もう一度確認までに申しあげますと、閲覧で

きるのは、全体の 20％まで。1カ月間、1人 20％

に限られています。ただし、5 回やれば単純に

100％みえるじゃないかといっても、結局 5カ月

間はかかるというのが、まず 1つです。 

それから、一部の内容は、どんな場合にも表

示されないことがあります。例えば、何人もの

人が寄ってたかって、同じ本をワーッといろん

な検索語を使って検索し、その中身を全部引っ

張り出そうとした場合に備えて、セキュリティ

ー上、一部の内容は表示しない設定になってい

ますので、どんなに頑張っても、オンライン上

で本の中身を全部引っ張り出すことは基本的に

はできません。 

それから、表示されている書籍のページを、

印刷、保存、コピーすることは一切できません。

オンライン上でみるだけというのが基本です。 

それから、出版社は、提供している本をいつ

でも載せたり、取り下げたりすることができま

す。1回上げた本は、Google に出しちゃったら、

下げることができないのではなく、いつでも本

を足したり、引き上げたりすることができる。

著者からの依頼によって本が上がってくること

もありますし、逆に下げてほしいとの申請があ

れば、本を取り下げることもあります。基本的

には、本を出す、出さないのコントロールは、

Google 側が持っているのではなく、出版社や著

者の側が持っています。 

 

ユーザーにみられるほど購入率は上がる 

 

「20％もみせちゃったらみせ過ぎだろう。ユ

ーザーの必要なページが数ページであって、

20％の中でその数ページが読めるのなら、もう

買わないんじゃないか」というのが、当初、出

版社、著者のご心配の結構大きな部分でありま

した。そこで、Google 側で、ユーザーがどうい

うふうにページをみて、次にどういうふうな行

動に移るのかを統計的に調べました。すると実

はページがみられればみられるほど、オンライ

ン書店がクリックされる率は上がっていくとい

うことがわかりました。つまり、みられればみ

られるほど買われなくなるのではなくて、逆に、

みられればみられるほど買ってもらえる確立が

高くなるのです。 

これはある種、当たり前の話です。書店であ

る本を買おうか買うまいか迷って、何回も手に

とってページをめくる。結局その時間が長けれ

ば長いほど、その本を持ってレジに行く確率が

上がる。基本はこれと全く同じことが起きてい

ます。ページ数が多くみられる、つまり多くの

人が訪れて、多くの人がそれをクリックすれば

するほど、購入される確率も上がっていく。こ

うしたことが、統計的にみてとれます。 

実際、旅行のガイドや、辞書、料理本などの

実用書は「必要なところだけみられちゃったら

もう買わないじゃないか」という感覚が非常に

強く、アメリカの出版社も当初はそういう懸念

を非常に強く持っていました。ところが、本を

Google ブックスに上げてみて、実際にユーザー

がどういうふうに動くかというのを自分で確認

をしてみたところ、全く心配していることは起

きなかった。むしろ、本がクリックされて、み

られればみられるほど、オンライン書店に人が

飛んでいく率が上がったのです。 

検索の世界というのはおもしろいものです。

さきほど閲覧は 20％までというお話をしまし

たが、出版社が望めば、20％以上みせることも

できます。例えば顕著な例では、フランスのあ

る旅行書（レストランガイドで有名なところと

いえば、すぐおわかりになると思いますが、そ

のレストランガイドではなく、旅行ガイドのほ

う）は、この Google ブックス上で、100％みれ

るようになっています。結局、100％本の閲覧を

許しても、売り上げには全然影響がなかったの

です。むしろ、みせればみせるほど売り上げに

プラスの影響があったという結果を、自社の実

験により確認したので、20％ではなく 100％み

せちゃえということになったそうです。 

これも考えようによってはわかりやすい話

です。旅行の本などは、その本に出ている情報

が Google ブックスですべてみられない、という

理由によっては買われません。おそらく、その

人は無料の情報が載っているウェブサイトを探



 

 7

すので、本の購入には必ずしも結びつかない。

逆に、本のなかをすべてみせてしまえば、人は

安心して、旅行中はどっちみちオンラインで何

かを調べることはできないのだし、本を 1冊買

って持っていこう、という需要をちゃんと引っ

張り出すことができるのです。 

さらに似たような話は、ウェブスターの辞書

にもあります。ウェブスターの辞書はかなりの

タイトルが Google ブックス内に入っています。

辞書が入っていれば、電子辞書のように検索さ

れて終わりじゃないかと思うかもしれません。

しかし、電子辞書として使うには、Google ブッ

クスはそれほど使いやすいものではありません。

20％までの閲覧制限がありますし、検索の仕組

みが、電子辞書のように至れり尽くせりにでき

ているわけではないからです。ですので、ウェ

ブスターの辞書も、その多くが Google ブックス

に入っていて、中身がみれるようになっていま

す。あくまでも紙の辞書というパッケージの価

値をうまくオンライン上で訴求できているので、

Google ブックス上で見えるといっても紙の辞

書の売り上げが落ちてはいないのです。 

さらに、世界じゅうの出版社からパートナー

プログラムを通じて Google に提供されている

書籍は200万タイトル以上ありますが、この200

万タイトルの中で、だれからも1度もアクセス

されたことのない本、つまり、だれにもみられ

たことのない本というのは、実は 1冊もありま

せん。200万タイトル以上入っているのですが、

必ずだれかがみています。 

しかも、この 200 万を越すタイトルの中で、

80～90％は、毎月だれかが必ずみに来ています。

情報に対する需要とか、どんな情報をどんな形

で知りたいかという、検索ユーザーのニーズと

いうのはものすごく多岐にわたっているのです。

「こんな本を入れたからって、別にだれもみに

来やしないだろう」と、よく出版社の方はおっ

しゃるのですけれども、実はそんなことは全く

ない。それほどに、人の興味なり、人の知識欲

なり、知りたいという欲求から発した検索キー

ワードは多岐にわたっており、何らかの形でい

ろんな情報に結びつくのです。Google に提供さ

れた書籍は強力にそういったニーズにこたえる

媒体として機能することになります。 

 

検索はリアルタイムに反応する 

 

また検索とは、いまリアルタイムで起きつつ

あることに対して、素早く反応する仕組みでも

あります。例えば以前、ベネズエラのチャベス

大統領がオバマ大統領に何か本をプレゼントす

るというのが、テレビニュースで流れたことが

ありました。そのときに、チャベス大統領から

オバマ大統領にプレゼントされた本がちらっと

ニュースに映りました。するとその本のタイト

ルの検索は、そのニュースとともに、それまで

の 1,000倍ぐらいにボンと上がります。それが

たまたま Google ブックスに入っていれば、どん

な本であったかとか、だれが書いたかとか、中

身はどんなものなのかということまで、みるこ

とができる。書店に行ってまでどんな本だか見

てみようという人は限られると思いますが、何

かニュースで目にしたときに Google で検索し

てみたところ、その本が Google ブックス内にあ

れば、内容を確認したうえで、そのまま買うと

いう行動に入ることができるのです。 

どんなにすご腕のマーケティングマネジャ

ーであっても、チャベス大統領がオバマ大統領

に渡す本というのを事前に仕込んでおくなどと

いうことは、基本的にはできないでしょう。検

索という、人々の興味を如実に反映する道具・

ツールにより、日々リアルタイムで起こるいろ

いろな出来事と、本の情報とを結びつけること

ができた 1つの好例だと思います。 

以上が、日本では過去 3年にわたって――英

語版では 5年近く――ご提供している、いまで

もすぐにお使いいただける Google ブックスの

ご紹介です。 

 

Googleエディションとは何か 

 

Google では、電子ブックに相当する、より正

確には電子ブックのプラットホームとして使え

る機能を、Google ブックスの中で提供しようと
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して準備を進めています。仮の名称ですが、

「Google エディション」といいます。この半年

ぐらい、新聞各紙などで何度か取り上げていた

だきました。直近では、2010年の 7月初めに行

った東京国際ブックフェアで、Google エディシ

ョンについて、初めて正式にお話しいたしまし

た。一体それは何かというのを、これからご紹

介したいと思います。 

Google ブックスは、人がキーワードを使って

情報を検索し、その結果、何かの本のリンクが

現れ、本が発見される。そしてその本は、20％

までは閲覧できる。閲覧された本は、オンライ

ン書店のリンクをクリックして購入するか、も

しくは、書店に行って自分で買う、という流れ

があったわけです。しかし、検索→発見→閲覧

→購入といった流れの中で、閲覧と購入がつな

がるためには、ユーザーがオンライン書店をク

リックするとか、実際に本屋さんに行くという

行動をしないと、購入には結びつかなかったわ

けです。 

 

２０％の閲覧制限を有料で外す 

 

無料で閲覧できる制限である 20％を有料で

外す。つまり、「100％みせてあげるから、いく

ら払ってね」と、現在は検索と 20%までの閲覧

に使ってる仕組みをそのまま電子ブックとして

利用できるようにするのが、Google エディショ

ンです。 

買いに行ってすぐに買える、あるいは注文し

てすぐに届く本ならいいですけれども、例えば

刷り部数が少なかったり、増刷していない本だ

ったりして、入手が難しいケースもあります。

記者の皆様は、締め切りが迫っていて、います

ぐある書籍の内容をすべて確認しなければなら

ないというような場合があるかもしれません。

そういうときに、有料で 20％の制限が外れ、そ

の場で 100％みられるようになる。それが

Google エディションです。 

電子ブックというと、何かファイルがあり、

それを購入し、ファイルをダウンロードして、

自分のパソコンや、そのほか自分の使っている

iPad やキンドルなどに入れて読むのが一般的

です。しかし、我々が提供しようとしているの

は、いますでに Google ブックス上でみられる

20％の制限を外して 100％みられるようにする

という、至ってシンプルでストレートなやり方

です。 

まだ実際にお見せできる画面がないので、仮

の説明になりますが、例えば【書籍を購入】と

いうリンクのあるあたりに、【Google エディシ

ョンで購入】というリンクがあらわれて、それ

をクリックすると、定価――基本的には、出版

社に決めていただく販売価格――があらわれま

す。その価格に対して、クレジットカードなど

でお金を払っていただく。すると、そのお金を

払った人のアカウント――アカウントというの

は、その人が固有に持っているインターネット

上の情報口座みたいなもの――に、本を買った

という情報が紐づけられて、その人はいつでも

オンライン上でその本がみられるようになる。

そういうつくりがGoogleエディションなのです。 

インターネット上でみる以外に、出版社から

ＰＤＦやＥＰＵＢファイルが提供されれば、そ

のファイルをダウンロードして使うことも可能

です。キンドルや iPadなど、別のソフトを使っ

て読みたい人は、そのファイルをダウンロード

して使うことになります。 

電子ブックというと、これから出版される新

しい作品では、音楽がついていたり、絵が動い

たり、ビデオが流れたりと、いろいろなことを

工夫してつくられていくと思います。しかし一

方で、過去に発行された古い本を、いまからお

金をかけて、そのような新しいファイルにデジ

タル化したり、デジタルで何かをつくり直した

りするのは、あまり現実的ではないと思います。 

 

物理的に消えていく本もネット上に残る 

 

その点、Google エディションを使っていただ

ければ、出版社は紙の本を 1冊 Google 側に提供

するだけです。デジタルなページのイメージ（画

像）と検索可能な状態にするのは、我々の側で

行います。ですから、余計な投資をせずに、い
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ままで出した古い本がそのままデジタル化され、

販売可能な状態になります。その意味ではハー

ドルが低く、もう絶版になった本や、書店を通

じて流通しなくなった本でも、Google エディシ

ョンで販売できる。たとえ図書館には収蔵され

る可能性があるとしても、人の目の前からどん

どん消えていってしまう本が、本当に消えてい

ってしまうのではなく、インターネット上のど

こかにちゃんと残すことができる。そして検索

でその本に行き当たった人は、その本の内容が

自分に必要な内容であれば、すぐに購入できる

ことになります。 

毎年7万8,000から8万弱の本が出ています。

1 日当たり何冊の本が発行されているのでしょ

うか。ものすごい数の本が発行されていること

になります。その本のすべてが書店の店頭に並

べられるわけではありません。スペースに限界

があるからです。つまり、物理的な紙の流通の

限界によって、人の目に触れる状態で本屋さん

に並ぶのは、一部のベストセラーや人気作家を

除くと、本当にごく限られた期間になります。

しかも、書店から返品されると、後はほとんど

人目に触れずに、存在に気づかれることなく消

えていってしまう本が大半なのです。この

Google エディションの仕組みを使うことによ

って、それらの本にもっと長い寿命を与えるこ

とができ、本を必要とする人たちに対して、常

にそれを提供できる環境を維持できることにな

ります。 

 

電子書籍専用の端末はいらない 

 

Google の電子ブックで必要なのはウェブブ

ラウザだけです。パソコンでもいいですし、い

わゆるスマートフォンでもいいですし、iPadの

ようなものでもいいのです。ウェブブラウザが

搭載された機器であれば、基本的には Google

ブックスにアクセスすることができます。特定

の何かの機器というのは必要ありません。 

特定の機器や仕組みに縛りつけるのではな

くて、ブラウザさえ搭載していれば、どんな機

器でも使えるというのが Google の考え方の大

きな特徴のひとつです。 

もう 1 つの特徴は、Google エディションを、

Google から売るだけではなくて、一般のオンラ

イン書店からも売ってもらえるようにしようと

していることです。特定のデバイスが必要でな

いということと全く同じように、いろんな書店

から購入できるようにしたいのです。Google の

サイトからだけでなく、例えば紀伊國屋書店の

サイトからも Google エディションは買えるよ

うになるということです。 

電子ブックのプラットホームを徹底的にオ

ープンにして、だれでも参加できる仕組みをつ

くる。それによって、電子ブックの市場そのも

のを活性化し、より多くのプレーヤーが参入し、

いろいろ魅力的なサービスを読者に提供できる

ようにするのが、我々の戦略であり目指してい

るところです。 

Google は、この Google ブックスのプログラ

ムによって、ここで何か大きな収益を上げよう

という意図は一切ありません。著者、出版社、

そのほかのオンラインの書店が、なるべくこの

Google エディションというプラットホームを

使ってくれる。そしてそこで、それぞれがちゃ

んと収益を上げることにより、さらにインセン

ティブが生まれ、著者や出版社が、より多くの

本をデジタル化しようと考えてくれれば一番い

いと思っています。 

出版社にとって、コストをかけずに電子書籍

のマーケットに参入するテストケースとして、

Google がたぶん一番とっかかりやすく、やりや

すいと思います。 

オンライン書店からすれば、例えば『坊ちゃ

ん』という本は、何々書店版、文庫版、ハード

カバー版など、いろいろあるのと同様に、電子

書籍だからといって一個に限定する必要は全く

ありません。例えばある本の Google エディショ

ン版も、Apple 版も、キンドル版も、パピレス

版もあっていいわけです。ポイントをためてい

るから紀伊國屋書店で買いたいというお客さん

にしてみたら、紀伊國屋書店で買えるほうが便

利です。また、それらいろいろな電子書籍のラ

インナップを取りそろえて販売できることは、
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オンライン書店、電子書籍ストアの側からみた

ときは大きなメリットになろうかと思います。 

読者からみれば、自分が買った本は、個人の

電子ライブラリーみたいなものになります。つ

まり、どこからでもアクセスできる。Google の

サービス上に、いってみれば電子書棚がつくら

れて、そこに自分の買った電子書籍が蓄積され

ていくようなイメージです。例えば、いまこの

場で皆さんがお持ちのノートパソコンからみる

こともできるし、家のデスクトップや、会社の

デスクトップ、はたまた出張先でももしパソコ

ンを持っていくのを忘れたり、電源がなくなっ

たりしたとき、ネットカフェに行けば、そこに

あるパソコンからみることもできる。つまり、

ウェブメールと同じように、自分のアカウント

にアクセスしさえすれば、いつでも自分が買っ

た電子書籍がみられるのです。何かファイルを

ダウンロードする場合だと、自分のパソコン以

外ではみれませんが、Google の仕組みではどこ

にいようが、どんな機器を持っていようが、イ

ンターネットをみるソフトウエアさえあれば、

自分の買った電子書籍がみられるのです。 

この Google エディションという電子書籍の

仕組みは、英語版では、年内にスタートさせる

予定です。日本語は 2011年の初めぐらいまでに

提供することを目標に、準備を進めています。 

最近の電子書籍の盛り上がりやいろいろな

動きは非常に活発になっているわけですが、そ

の中で僕としては、出版社に Google エディショ

ンを 1つの現実的な選択肢として、電子書籍へ

の取り組み全体のストラテジーの中で使ってい

ただければ、一番いいと思っています。ユーザ

ーの立場からしても、何か 1つのフォーマット

だけではなくて、いろいろな選択肢がいろいろ

な本に対してより多くあったほうが、もちろん

利便性は増すわけです。そういった状態をつく

ることによって、おそらく書籍全体のマーケッ

ト、紙の書籍に限っていえば、長期間に渡って

右肩下がりで、ずっと縮小しつつあるマーケッ

トですが、その再成長への起爆剤になってくれ

ることを期待しています。 

以上、Google ブックスと、そこに新たに加わ

る予定の Google エディションというサービス

について、ご紹介をさせていただきました。 

 

＜ 質 疑 応 答 ＞ 

 

司会（中井良則 日本記者クラブ事務局長）

どうもありがとうございました。それでは、こ

れから質疑応答に移りたいと思います。 

 

質問 お話をうかがっていると、大変いいこ

とばかりのように聞こえるわけでありますが、

日本の出版社は3万社云々の中で非常に少なく、

たじろいでいると。それは出版社がまだ理解し

てないからということなんでしょうか。 

 

日本の書籍が増えないわけ 

 

佐藤 理由は、たぶん大きく分けると 2つあ

ると思います。1 つは、著作権法が日本とアメ

リカで大きく違っていることですね。実は、電

子書籍の売買の前に、Google に書籍を提供して

全文をデジタル化し、インターネットでアクセ

スできるようにする行為に対して、日本の著作

権法の場合は、著者の許諾が必要になります。

ですので、出版社からすると、売買をする手前

の、検索にかかるようにするだけでも、著者一

人一人に許諾をとる作業が必要になります。そ

こが非常に煩雑です。さらに日本の出版慣行と

して、あまり細かく一個一個の契約を結んでい

ないケースが多いのです。契約を結んでいない

ところに、さらに許諾をくださいというのも難

しい側面があって、なかなか進まないのです。 

一方、アメリカの場合は、出版社が Google

などに本を渡して、検索可能にし、人により知

らしめるようにするのは、通常の販売行為の一

環であり、当たり前のこととしてやっていいと、

業界の慣習として認識されています。ですので、

アメリカの出版社が Google のパートナープロ

グラムに参加した場合は、いちいち著者に許諾

をとることなく――契約書がしっかり整備され

ているということはもちろんあるのですが――

いっぺんに数千冊とか数万冊をボンと提供して
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くるケースが非常に多いのです。しかし日本だ

と、それができない。著者の許諾を得たものか

ら順に、数冊から十数冊単位で上げていただく

ケースが多いのです。これが、なかなか日本の

冊数がふえない1つの原因です。 

もう 1 つは、アメリカのＩＴ企業である

Google に、本のデジタル・データを持たせて大

丈夫かというおそれを持つ出版社が少なくない

のも事実です。もちろん我々は、ちゃんと契約

書に基づいて本をお預かりします。もちろん、

その本にある著作権や知的財産権が、Google 側

に移転することはない。あくまで、本を Google

のサーバーの中に入れて検索可能にさせてくだ

さいという契約です。そうはいっても、ほかに

どう使われるかわからんじゃないか、というお

それを抱かれるケースが非常に多かったのです。 

そこに、昨年の和解みたいな騒動があります

と、ほれみろ、いわんこっちゃない、みたいな

反応になってしまうケースが非常に多い。しか

し昨年の和解は相当、誤解された内容でした。

こういう場で申しあげるのもなんですが、初期

の新聞報道も、不正確きわまりないものがたく

さんありました。そういうのを読まれた著者の

方が、Google に対して警戒される気持ちがなか

なか解けないのも事実です。 

それが、ことしに入り電子書籍のブームがき

て、電子書籍にしても権利を持っている著者に

ちゃんと利が入ってくるのであればいいのでは

ないかと、急に前向きにご検討いただける環境

になってきました。これから先は随分スピード

が上がって進んでいくものと、僕自身は期待を

しています。 

 

質問 閲覧できるのが20％と100％があると

いうところが気になりまして。アメリカは

100％のほうに向いているのですか。日本も、そ

の 100％のほうに向いていくのか。そのあたり

はどういうふうに発展していくのでしょうか。 

 

佐藤 インターネットの無料の情報と書籍

との間で、競争の激しい分野はあります。例に

挙げました旅行やレシピのようなものは、20％

でも 100％でも紙のパッケージとしての魅力は

変わらないのなら、100％みせてしまおうという

ほうに挑戦される出版社はこれからも出てくる

と思います。ただ、それがマジョリティーにな

るとも正直思えません。全部みせてしまうこと

に対しては、著者側からの抵抗も非常に強いで

すし、全部みせなくたって、それは同じ効果じ

ゃないかと。つまり、20％であれ、30％であれ、

その間のいくつかの落としどころを出版社や著

者がみていく中で、調整されていくだろうと思

っています。 

ただし、本の中ではいくつか、隠したい部分

がある場合もあります。典型的にはミステリー

などで、最後の 10％は隠したいという作家もい

らっしゃいます。最後の 10％だけ隠せる機能を

提供せよという出版社もいます。ある書籍の分

野に関しては、無料で見せられる範囲を最初か

ら固定することを選べるようにしたほうがいい

のではないかと、Google でも議論してきました。

ですので、書籍のみせ方は、出版社や著者の意

向をなるべく反映するような形で、いくつかの

オプションをつくっていきます。著者と出版社

が実験しながら、その中で売り上げが最大にな

るポイントはどこかをみていただくというなが

れになっていくだろうと思っています。 

 

質問 国立国会図書館の長尾館長が、出版業

界とも連携しながら、国立国会図書館の本を料

金を取りながらネット上で読んでもらうとの構

想がありますね。それは実現するのかどうかわ

かりませんけれども、そういう動きについてど

ういうふうにごらんになっていらっしゃるのか。

強力なライバルというふうにごらんになってい

るのか、そのあたりをうかがえればと思います。 

 

誰であれデジタル化を進めることは歓迎 

 

佐藤 国立国会図書館のデジタル化を、

Google はライバルとは全く思っていません。そ

もそも Google ブックスには、「ライバル」とい

う関係はほとんどありません。国会図書館であ

れ、出版社であれ、書籍がデジタル化されれば、
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それは検索可能になるということでもあります

ので、Google の検索という機能を利用してもら

える場面もふえると思います。 

なかなかほかでデジタル化が進まないので、

Google が自分でデジタル化のプロジェクトそ

のものを始めたという経緯もあります。本の中

身の情報がデジタル化されれば、つまり、検索

可能になるという土台ができることになります

から、国会図書館なり出版社なり著者の方なり、

どんな方であれ、デジタル化が進むならばだれ

が進めても構いません。国立国会図書館のデジ

タル化のプロジェクトが進めば、どんな本が、

どこに、どういうふうにあるのというのは、国

会図書館が検索の機能を提供されるとは思いま

す。しかしいずれにしても、Google が貢献でき

ることというのは、その後からも出てくるだろ

うと思っています。 

 

質問 最初におっしゃっていた慶應大学の

12万冊というのは、明治・大正の本を入力され

ていますよね。その場合は、旧漢字、旧仮名、

旧平仮名ですよね。それを自動的に現代漢字な

り仮名なり、認識するような Google 独自のソフ

トというものを開発されたのでしょうか。それ

とも、人間がもう一度チェックし、キーワード

づけをやっているのかどうか。それと、著者は

Google に、自分の出した本を Google ブックス

に入れてほしいという申し出はできるのでしょうか。 

 

まだまだ読み取りの技術に課題はある 

 

佐藤 ご質問いただいたとおり、旧仮名遣い

であったり、旧漢字であったりするので、写真

を撮ってデジタル化することはできても、その

文字を読み取ろうとすると相当大変です。その

正確さは、正直、現代の活字ほどは期待できま

せん。人の手でもう一度読み取り直すことはし

ていません。ただ、機械的に読み取る技術その

ものは、どんどん日々、よくなっています。読

み取り技術がよくなった場合には、すべての本

に対して、再度 OCRし直します。とはいえ、英

語の 26文字の世界と比べて、漢字は相当大変で

すので、まだまだ課題はたくさんあります。 

例えば検索をする方は新しい漢字で検索を

するけれども、実際には旧漢字で書かれている

といった、新旧の漢字の違いについても、まだ

まだやらなければいけないことはたくさんあり

ます。『学問のすゝめ』の「学」の字も、もとは

旧の「學」なんです。これを、新しいほうの「学」

で検索しても出てくるのは、慶應大学から提供

いただいているデータに、新しい文字が入って

いるからです。 

さらに古いもの、例えば木版などを読むため

には相当技術的なチャレンジが必要でしょう。

ただ、Google は世界的にも技術力では、おそら

く世界ナンバーワン、ツーを争う会社だと思い

ます。ですので、何かしら読み取れる技術は開

発していきたいとは思います。 

 

作家が直接契約することもできる 

 

もう 1つ、作家の方が直接参加をしたいとい

われた場合に参加できるのかというご質問です

が、これは参加できます。例えば、自費出版を

された作家で、何十部、何百部の本が売れずに

手元にある。しかし、もう本屋では売ってくれ

ない場合、人に知ってもらう手段として、この

Google ブックスをご利用いただいているケー

スは非常に多いです。 

さらに、作家の方が直接契約することもでき

ます。例えばブックフェアのときにもお話があ

ったのですが、時代小説をお書きになっている

著者の方で、シリーズで何作か書いたのだけれ

ど、出版社の側から「すみません、先生、ちょ

っとここから先は出せません」といわれ、その

先のシリーズが中断となってしまった。だけど、

愛読者の方から「先生、この続きはどうなって

いるのでしょうか」というメールがいっぱい来

ているので、どうしてもその続きを書いて、読

者に届けたい。そういう需要にこたえるために、

著作者が読者に直接届ける仕組みとして Google

ブックスを使っていただくことも可能です。 

 

質問 2 点だけ教えてください。1 点目は
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Google エディションで本を購入した場合に、ま

ず紙代も印刷代も送料もかからないということ

で、書店で買うよりも安く買える可能性が高い

のかどうか。たぶん出版社の値づけによるので

しょうけれども。2点目は、Google はこれで大

きな利益を上げる気はないと明言されましたけ

れど、では一体どこでもうけられるのか。例え

ば場所代ですか。Google を通じて買うことで、

アマゾンのように場所代みたいなものを取られ

るのか。もしくは、アドセンス的なものをべた

べた張りつけて、そこで収益を上げられるのか。

どういう形でビジネスとされるのか。 

 

佐藤 まず 1点目のご質問ですが、値段に関

しては、出版社の値づけ次第です。我々のほう

で値づけをすることはありません。基本的には

出版社側の値づけに従います。例えば紙代、印

刷代などがかからないので電子書籍は安いはず

だと、一般のユーザーの方は思われているよう

ですが、実際の制作現場で本当に安くできるか

どうかは、その本によります。電子ブックとし

てつくられた本であっても、ファイルをつくっ

たり、校正読みをしたりとか、いろんな作業が

あり、相当なコストがかかっているケースもあ

ります。安くできるかどうかは必ずしも一様で

はありません。出版社の制作体制にも相当程度

よります。いままで出版社とお話しをしている

中では、エンターテインメント系の読み物であ

れば、紙の書籍の値段よりも 20～30％ぐらい安

い値づけが妥当かな、と思っていらっしゃる出

版社が多い印象を受けます。実際には始まって

みないとわかりませんが、それくらいの値づけ

をする出版社が多いかなと予想しています。 

一方、例えば医学書や学術書のような、非常

に限られた人たちが限られた需要の中で買うこ

とがわかっている書籍は、安ければ買うという

ものではありません。アメリカでは、ＳＴＭと

いわれる、Science、Technology、Medical とい

った分野の本に関しては、紙の本と電子の本は

ほぼ同じ値づけというケースが非常に多いです。

そのところは、たぶん日本でも同じようなこと

が起きるかと予想されますので、電子版、紙版

の間に価格で大きな差はないと思います。 

Googleの収益源はあくまで広告 

 

それから、2 点目のどこでもうけるのかとい

う話ですが、Google の収益の 97％は、広告から

来ています。Google が、ほかに新しい収益源を

求めているのではないかという議論はよくされ

ています。しかし、実は広告のマーケットは、

書籍の販売のマーケットよりはるかに大きいの

です。ですので、広告マーケットで収益を得る

ためにまだまだやらなければいけないことがあ

ります。Google の収益源は依然として広告マー

ケットにあるということは、Google エディショ

ンが提供されても変わらない事実だと思います。 

僕自身が Google に入って驚いたことで、入

った後でも人に説明するのに苦慮するところで

はあるのですが、Google エディションの取り組

みに、普通の会社でいう“Ｐ/Ｌ”（Profit and 

Loss Statement：損益計算書）という考え方は

ほとんど存在しません。これだけコストをかけ

たからいくらもうけろ、というような軸はほと

んどありません。にわかには信用していただけ

ない説明にはなりますが、Google の検索エンジ

ン全体としての価値を上げることで、より多く

の人が Google を利用してくれる。なおかつ、よ

り多くの人に利用していただければ、より多く

の広告を提供する余地も生まれますし、より多

くの広告主が来ていただける余地も生まれます。

その Google 検索の機能の付加価値をあげ、オン

ラインの情報だけでなく、本というオフライン

の情報も含めた幅広い情報へのアクセスを可能

にするものとして、Google ブックスは位置づけ

られているのです。 

どこで収益を上げるのかという質問に対し

ては、収益は上がらないというのが答えです。

いまのところは、まさにそういう位置づけで、

Google ブックスは運営されています。日本だけ

ではなくて、世界じゅうそういう位置づけで運

営されています。 

 

質問 同じ本で、ダウンロードした場合の価

格と、Google エディションでアクセスできる価

格は、どちらが安くなりますか。 
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佐藤 Google エディションの場合は、ファイ

ルがダウンロードできる版とできない版で値段

を変えることはできません。ですから、Google

エディションで売る場合は、それを Google エデ

ィションでブラウザを通じて読むサービスと、

そのファイルのダウンロードができるサービス

の両方が同時に提供されます。ですので、出版

社としては、ファイルのダウンロードがついて

いるものは、ついてないものよりも多少高くし

ても大丈夫と判断する社もあると思います。そ

のあたりは、出版社がユーザーに対してどれだ

けの利便性を提供していると判断するかによっ

て、値づけが変わると思います。 

 

質問 出版社が価格を Google エディション

で設定しますけれども、そのうち Google は何％

を取って、出版社は何％を取るのですか。 

 

出版社の取り分は価格の５１％以上 

 

佐藤 いま、公式に外に向けて発信している

メッセージとしては、どんなに悪い場合でも、

権利者の側、つまり Google ではなく、出版社側

は、出版社が決めた値づけに対して 51％以上は

取っていただく。残りの 49％以下は Google 側

としています。この以上、以下というのは、ど

のぐらいの本を Google ブックスに提供してい

ただけるかによって、51％以上の高いパーセン

トで出版社に割り戻しできる仕組みにしようと

しています。たくさん本をコミットメントいた

だけたところは、なるべく高いパーセントでお

戻しをします。逆に、1冊であっても 51％は確

実にお戻しするということです。 

 

司会 Google は地球にあるあらゆるものを

検索可能な対象にしようとしている、地図も本

も、何でもかんでもやろうとしていることに対

して、一企業、民間企業がそうやってすべての

情報を独占することを心配する人、懸念する人

がいますが、それに対しては全然心配ないと考

えていますか。それとも、もっともな点もある

と思いますか。 

佐藤 僕個人としては正直、心配ないと思っ

ています。とりわけ Google ブックスに関しては、

国立国会図書館の質問と同じで、どこがデジタ

ル化するかはあまり関係がないと思っています。

我々の Google ブックスの契約というのは、エク

スクルーシブ（排他）の契約ではありません。

Google ブックスで契約したら、ほかのオンライ

ン、デジタル系のところとは契約しないでくだ

さいというのではありません。あくまで選択肢

のひとつとして出版社、著者に選択をいただく

仕組みです。独占という言葉は当たらないと思

います。 

国会図書館がデジタル化するもよし、我々が

デジタル化するもよし、そのデジタル化したも

のがたとえダブってもいいのです。いくつもの

ソースを、いろんなところが持てば、それだけ

多くのところが、その独占を防ぐ大事な役割を

負うわけです。 

それから、検索というのは、例えば皆さんが

きょうの夜飲みに行くのに、どこかいい飲み屋

を探すときに、Google よりも、食べログなどの、

ほかの検索サービスから探すといった、検索サ

ービスの中でもいろんな細分化が起きています。

そのほかにもツイッターなどのいろんな新しい

メディアが次から次へと存在します。ですので、

Google が世界じゅうの情報を独占するという、

お気持ちや懸念といった感情的なものはわから

なくはないですけれど、実際にはそういうこと

は起きないと思います。 

なおかつ、Google の場合は、あくまで検索サ

ービスです。検索したら、その検索した結果、

コンテンツの持ち主のところに一刻も早く飛ん

でいただくのが仕事です。Google の中にとどま

っていただいてもしかたありません。そういっ

た意味からも、Google の独占云々といった批判

は、多くの場合は当たらないと考えています。 

 

司会 では、これで終わります。どうもあり

がとうございました。（拍手） 

 

（文責・編集部） 


